
病児保育だより
２０２6年 ８月

暑い日が続いています。夏は感染症や熱中症など気をつけるべきものは色々ありますが、
今回は流行が懸念されている「はしか＝麻疹」についてのお話です。このお知らせを制
作時点(7月中旬)、県内で有意な流行はありません、、。しかし流行ると大変なので、
少し覚えておいていただきたいことや、疑うべき症状・病態、
対処法 などを紹介します。

病児保育室
ﾃﾃﾞｨｰｽﾞ

「はしか ＝ 麻疹」ってなぁに？

麻
疹
の
注
意
点
と
し
て
、
急
性
期
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
数
年
後
に
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
と
い

う
合
併
症
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脳
の
中
で
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
脳
炎
で
、
学
力
や
集
中
力
低
下
な
ど
か
ら
は
じ

ま
り
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
を
経
て
や
が
て
寝
た
き
り
や
死
亡
と
い
っ
た
転
帰
を
た
ど
り
ま
す
。

麻
疹
の
予
防
の
た
め
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重
要
で
す
。

麻
疹
の
予
防
接
種
は
、
1
歳
と
就
学
前
の
2
回
が
定
期
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
麻
疹
が
ど
ん
な
病
気
か
、
治
療
法
は
あ
る
の
か
、
予
防
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
、
を
現
役
小
児
科
医
で
あ
る
筆
者
が
解
説
し
ま
す
。

「
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ
イ
ル
ス
」
と
は
、
感
染
を
起
こ
す
と
「
気
管
支
喘
息
の
よ
う
な
喘
鳴

(ゼ
イ
ゼ
イ
)」

を
伴
う
気
管
支
炎
(～

肺
炎
)」

を
引
き
起
こ
す
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」
と
よ
く
似
た

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
年
長
児
や
大
人
が
感
染
し
て
も
「
た
だ
の
風
邪
」
で
終
わ
る
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
「
０
～
2
歳
（
特
に
月
齢
の
早
い
乳
児
）
」
「
気
管
支
喘
息
等
肺
疾
患
の
あ
る
お
子
さ
ん
」

等
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
や
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」
の
よ
う
に
シ
ー
ズ
ン
変
わ
れ
ば
何
度
感
染
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
経
路
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
者
の
咳
・
鼻
汁
か
ら
吸
い
込
む
(飛

沫
感
染
)、

ウ
イ
ル
ス
が

付
い
た
も
の
を
触
っ
て
か
ら
口
や
目
を
介
し
て
(接

触
感
染
)と

な
り
ま
す
。

予
防
法
は
、
一
般
的
な
「
風
邪
の
予
防
」
と
か
わ
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
消
毒
な
ど
。

特別な治療方･薬はありません、、。基本的には
それぞれの症状に対して風邪薬･整腸剤 等での
対症療法になります。発疹に関しても特別な治療
なく自然と消退します。けいれんに
ついては上記の通りです。

【出席停止の目安】
熱が下がった頃には発疹
が出ていてもその他の症状
がなければ登園ｏｋです。
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症状・診断・治療法・予防法は？

症状は、①発熱(咳鼻など風邪症状伴う。一度下が
りまた上がる)と、②発疹(二度目の発熱時)です。
麻疹感染は、そのまま病院を受診するとほかの人に
うつす恐れがあるため、感染者と接触がある場合
(疑いも)は事前に病院や保健所への連絡が必要です。

根本的な治療はなく、症状に対するお薬になります。
「ウイルス」なので肺炎を起こしたりしなければ
「抗菌薬」は不要です。
予防はワクチン接種が重要です。1歳と就学前の2
回の定期接種です。ちゃんと済ませていますか？

【ここ数ヶ月間に当院病児保育
をご利用された方の病気】

「急性胃腸炎」「ＲＳウイルス」
「急性上気道炎」「手足口病」
「溶連菌感染症」
「アデノウイルス感染」
「ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓウイルス感染」
「ヘルパンギーナ」
などなど、、

やまさきこどもクリニック
病児保育室 Teddy’s

TEL：0956－37－8813

合併症としては、「肺炎」や
「脳炎」があり重症化してしま
うと亡くなることもあります。

いつから登園・登校していいの？？

「発疹を伴う発熱の解熱後3日を経過するまで」
となります。医師の判断でＯＫをもらって
からとなります。診療してもらった医師
の指示に従ってください。

重症化・合併症は？

「はしか＝麻疹」とは、麻疹ウイルスによるウイルス感染症です。昨年より国内の
感染流行が懸念されていました（日本の各地で流行はみられました）。

麻疹は感染力がトップクラスに高く「同じ空間にいるだけ」で
感染してしまう恐れがあります！免疫のない人が麻疹感染者と
接触した場合ほぼ100％感染してしまいます！感染力は、
インフルエンザの数倍です！

１９７８年にワクチン接種が開始され、日本からは排除された
感染症で今回の流行も海外からの持ち込みと言われています。
現在60歳以下の医師のほとんどは麻疹患者を診療したことが
ないのです。右の写真は「麻疹」の皮膚所見です。
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